
２　取捨選択と再構成

２つめは，一般企業の上司に観察された「羅列的・反復的な伝え方」です。特例子会社でも、「論理的説明と要約が苦手」として観察されていました。当事者はストリング（紐）式の情報処理なので、大事だと思うことほど言語量が増えるし、誤解を防ぐために違う角度から再説明したいからです…。

「羅列的・反復的な伝え方」：
一番多かったのが，「仕事上の『課題』を，語りなさい」っていう（指示です）。物事を説明したり自分の成果を説明したりする時に，まず最初に「課題」を語りなさいっていうのは良く言ってました。普通は大体「やってること」とか「やりたいこと」をダーッと並べるだけとか，「やったこと」を並べるだけなんですけど。「それ，何のためにやってるんですか？」ってところを，最初に説明しなさいっていう。（一般）

「論理的説明と要約が苦手」：
（不足しているスキルは）日頃対応していく中で，「お話し好き」ってのもあって話は長いんですけど，結論に持って行くのにロジカルな思考って（足りない）。これは，別にあの，障害特性ではないと思って。（略）「なぜ，その考え方に至ったのか？」も含めて，遠回りするところもあったり，ちょっと質問すると悩んだりするので。（特例）

このスキルは，２つの下位スキルで構成されています。
１つめは，何十行の中から、テーマに関連する部分を取捨選択（スキャン）するスキルです。
２つめは，選んだ部分を，目的に即して再構成するスキルです。
当事者は，記憶に頼りながら話したり書いたりするため，重複や冗長表現は免れません。

教材
　エクセルの役立つ点は、位置イメージの手掛かりがあることです。前回の練習は、暗闇の中に3段の棚があり、そこに置いてある箱のラベルをイメージすることで、➀棚に置けるラベルが無いか横方向で検討し、思いついたら、②置いたラベルを忘れることなく、今度は縦方向で比較することができました。
　今回は、自分が担当している業務フローの一部を、晴眼者の同僚に代替してもらうことを上司に提案しましょう。5段ある棚のラベルを上下に触りながら往復するイメージで、どれが重要か、判断していきます。評価の軸は、結論はどの棚か？関連性があるのはどの棚か？です。そして順番を付けます。

最初に自分が思いつくままに語りを言語化・記録し，終わってから改めて目的に関連があるものを選び（関連しないものは捨てて），有効な順番（例：箇条書き，起承転結）再構成しましょう。
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番号 文章 ラベル 結論は？ 関連性 順番

1

今、Aさん（晴眼者の同僚）に財形申込書の印鑑の確認をやって

もらっています。

Aさんに印鑑 〇 3

2

とても助かっていて、その都度お礼を口に出すよう心がけてい

ます。

感謝

3

Aさんが月末とかで忙しい時は、私にできる事が無いか、声掛け

もしていて、月に１回ぐらい、手伝うことがあります。

Aさんの手伝い

4

来月から、署名欄の確認も、Aさんにやってもらいたいです。

署名もして欲しい 〇 1

5

今はスキャンしてメールに添付して貰っていますが、拡大する

ので署名欄の位置が判りづらく、署名も読みにくいからです。

理由 〇 2


